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B 57 重ね布の痘湿性

弘 前大教有　o 羽賀敏雄,    吹田留 美子，盛縛 子

目的　 客玲地における斂服の効 果的な着用という観 ゑに立ち。これまで表通特性や圧縮

特 性の異なる種 々の表地 と芯地力ヽらなる2 層 の重ね布や接 着布について透湿性-g将lれ ，

２つの布の層 に存在する空気層 が`内部祗抗値 尺,のみならず，ﾀﾄ却 抵抗値 ＆とも窓持な関係

があ% ことt ゑ マきた。一蓮の透湿性に関める研 受の続 きと乙て，2 層の奎ぬ布lこつい

て，布 と今の周に積極 酌に最大でSinrmの厚 さの空気層t 付 与Ｌた場令の劾 果t ，付 与しな

い場合t  比斡 検討した。主t  む-t構 函
方法 根試試糾：重ね布に織物同-t ，または庫物と不庫布芯地t 用LI た。愈 星全祗或 兄

の測 定；JI5  /o<?'?に璋じて底湿力,Vプ 玄用ら 原発法によ-, t-。2：i ５ °c， 65！5  %Rh,

ほぱ無゙風の象何でn つた。R, とR・の測 宛･- R?  重ぬ布の組教 に対 してr ロり卜し，得られ

た直鯖 の勾配 か 尺,t．舶教ぜロ<r) ときのt刀片ヵ`らKzt 求 のた。
勅 果 棲 物的に空気－ 玄付 与した場合。空気層は朗薦 構座が疎な表地?  用いるほど゙，R,

な増大させる如果があっf-。ゐは逆に　宏な表地ほどJEの効果があった。これらの事突は

布地と空気層 の墳 界が明確でない場 合は，ｲ寸与L た空気層(*R. にとりこまれ，胞に比難的

哺疎にな5 とﾀﾄ 気との墳 辱面が趨大するのと同じ効果とな が
のとみら水る。積柵 酢に空気層^ 付与しな･くても よ と類似L  た系 果が傅られた，こ束･ふ

Ｚつの布の湖に介在する微 小な空気層 の影¶ が無視できil いことき示 し・ いろ。空気層t

付 与した鴻剣 尺の増大量は例外なく， 空気－ の厚さより小さく観 気さ,れた。このR の増

犬は 尺,の増 大I- よるところが'大きいt のと考之られる，
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i  的　 紙 おむ フ ぱ，年 々軽く 潭くrj  り. 乳 幼 児が動 きやT いJ  う こ改良?  収T  きて いる。

5r こ，゛ 濡 れない･   漏,K ない。薫 れないタ 等の 宣伝がV7  in. 便い冷 てのでざる便利3  ≫^

ら急忿1こ緊要μ 伸 びてい る。し･7ヽ し,   こn  ら の製品 にフい て科 学的 に究明y  収Tこその＼jダ

r;rい現状 である。 珊こで■ 市取 の紙おむつ^ 糟rこつき衛 生的 性 能^ し て吸 水性. 透 湿性 ，

通気性，保温 性i: 、名 ，の槽垣 艮び 素材ど の関係z･ヽ ら検討しrこ。ほ 較の意味 で‥ 布お疋;フ

そ,同様 ＼こ柵しre

方 法　 齢 おむフ の試 料ff バンツー3  穂類 ど股お心フ 型 乙種類 で, 尋お むフ ほ平 織さら し

fc. ドビ ー 蜘3  ら しE 洛 。 ／?f 類 り`フ 同いn   . 便 両時の紙 おむつ の 吸のま忿の状 態で. 瞬

柿J  り惰気 の入5  3 B 採取 し，滴 下洒･ 沈 降JS.   唄い==if  ほ･ 人エ-Bく広μ リ面積.  及び禄

ボキなど. 算出 い 各。 の相聞関係E 求めre.t  rこヽ 表面（ 遼 遠層 ）での液浪 れの紬 果rｱヽ

ら漏,れの状旅t ・ ざらiこ・ま 洋傘k 通 気量 艮び楳 温串･ らヽ 凛れ の状祢と ヽ各･，の閏 係μフ

3  相 閔?  求 めて検討 しfこ。

Its 果　4呆ボ キと人 エー刄広 が`り 面積 との間 ＼-. ぷ%  水 準で相関が認めり･れrこ・i  β。紙 布心

フ でに慮よ引●･こ/K リエ ス子Iレぞ便 俐し ている ものヵぐ.   水滴消欠時閣・沈 下酋 要時蘭u ぐ芙I-

長vヽ■> n  ．紙 おむ つ でμ人工月く広がり 面積球 下方層に な る|こ従 ，て犬3 く な るが.  尋おむ

つで13 曾餉μ1  μJ  る僑i積の 変把ij  少な か・ 芦=・ 人工ゑ の表面波流 似と吸水 嵩こΣ ，及･び沈

下惰 要時間 どの蘭しこ／'Atく準で相閲μ認 めり･｝･1γこ。通 気性･  差 湿性i^. 一部-£吹3 紙 おむ

ｰﾌlこぱ軸じ舗 め ら収なv八っfこ・ 樺 湿率と 厚! どの間|＝Iぶ／%  水導 でヽ相 関が認 められrc.


